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助成事業完了報告書
日本財団　会長
報告日付：2013年06月30日
事業ID：2011965583
事業名：道東・釧路における地域連携事業

（イベントの企画・実施）
団体名：Orca.org　さかまた組
代表者名：笹森琴絵　　印
TEL：090-8426-1257
事業完了日：2013年06月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　2,247,406円 （事業の実施にあたり生じた費用の総額（支払台帳の合計金額） 　　
自己負担額　　　　247,406円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額　　　　2,000,000円　（事業実施のために使った助成金の総額）　　　　　　   　　　　　　　
事業内容：
1．専門家による海洋調査

時期：2012年10月　計10回

内容：海洋生態系調査（海洋生物音響、海鳥、鯨類調査、シャチの個体識別カタログ
の拡充）、GIS作製（釧路沖における海洋生物分布図）のためのデータ収集

参加者：鯨類、音響学、鳥類、情報工学の研究者および学生

参加校：北海道教育大学釧路校、酪農学園大学（札幌）、北海道大学、東海大学（札幌校）、東京大学、東京工業大学、大阪府立大学）
実施日

･10月4日6:00-15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：4名（専門家2、学生2）
・10月6日8:00-15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家1、学生2）
・10月7日6:00-16:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：5名（専門家2、学生3）
・10月8日6:00－16:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：5名（専門家2、学生3）

・10月9日8:00－15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家2、学生1）

・10月10日7:00－15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家2、学生1）
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・10月11日6:30－15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家2、学生1）

・10月13日6:30－15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家1、学生2）

・10月14日7:00－15:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家2、学生2）

・10月24日6:00－14:00　釧路港より半径20海里内で鯨類の出現状況および海洋音響を調査

　調査者：3名（専門家2、学生2）

* 調査結果は別紙「さかまた組報告書」参照
2．地域住民・若者たちの体験ツアー（①の調査内で実施）

①地域住民対象の海洋生物ウォッチングやエコツアー（調査同行型）

時期：2012年10月　計2回（①の調査内で実施）

内容：地域住民に身近な自然の価値を知らせるため、体験ツアーを実施。

参加者：釧路、および周辺地域に暮らす住民

②教育者やネイチャーガイド養成のための洋上実習（調査同行型）

時期：2012年10月　計2回

内容：現在・未来の自然教育を担う学生や地域ガイドらに海洋環境の見聞を広める機会を提供する

参加者：教育大生、釧路周辺および国内で環境保全活動に携わるガイドら

実施日

・10月10日7:00－15:00　釧路港より半径20海里内で、さかまた組メンバーのガイドのもとに海生哺乳類・海鳥を観察

　　参加者：5名（鯨類教育者、教育大学生、情報工学系研究生）
・10月11日6:30－15:00　釧路港より半径20海里内で、さかまた組メンバーのガイドのもと
　　　　　　　　　　　 に海生哺乳類・海鳥を観察

　　参加者：5名（鯨類教育者、教育大学生、情報工学系研究生）
　
・10月13日6:30－15:00　釧路港より半径20海里内で、さかまた組メンバーのガイドのもとに海生哺乳類・海鳥を観察

　　参加者：6名（地元ネイシャーガイド、教育大学生、鯨類研究生、地域住民）
・10月14日7:00－15:00　釧路港より半径20海里内で、さかまた組メンバーのガイドのもとに海生哺乳類・海鳥を観察

　　　参加者：12名（教育大学生、環境科学系・鯨類研究生、地元住民、環境教育者）
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3．地域内外における釧路沖海洋生態系に関する講演会と環境教育展

①「シャチの楽園～北海道・釧路沖で見た海の王の素顔～」＠札幌　パタゴニア札幌北店
後援：釧路市、釧路市教育委員会
時期：2012年8月1日～15日
内容：北海道を代表する大都市・札幌で、釧路の海についてのミニレクチャー、展示を実

施。釧路海の豊かさを、科学的データと写真・映像など豊富な素材を用いて地域外
へ発信する。

入込み数：200人
②「シャチの学校in釧路2013」＠釧路市　　　フィッシャーマンズワーフ　MOO　
後援：釧路総合総合振興局、釧路市、釧路市教育委員会、釧路市観光協会、釧路河畔公社、釧路観光ガイドの会、道東海洋生物ネットワーク、釧路市市民活動センター、北海道放送株式会社
時期：2012年9月21日～10月21日 
内容：釧路住民に身近な海の豊かさを、大型写真や実物大模型などでバラエティー豊かな手法で伝える
入込み数：700人
③「シャチの秘密」＠釧路市　　　釧路市立博物館

後援：釧路総合総合振興局、NPO法人BONOS、道東海洋生物ネットワーク、
　　　釧路河畔公社フィッシャーマンズワーフMOO
時期：2013年2月2日～3月31日
内容：海のギャングなどと呼ばれるシャチたち。釧路市民にとって身近な生き物である彼らの意外な素顔を、写真や説明パネル、調査成果でアカデミックに伝える
入込み数:
④ ＠釧路市　　　釧路市こども遊学館　
　協力：道東海洋生物ネットワーク
・プラネタリウム講演会「プラネタリウムでシャチがおどりだす！？」
時期：2013年3月31日
内容：釧路市を背景に泳ぐシャチたちの生き生きとした姿を、釧路市の秋の星空とあわせ、プラネタリウムで子供向けに紹介。地域の、幅広い自然の魅力にせまる。
入込み数： 85人
・展示「ホップ、スラップ、ジャンプ！」シャチたちの元気な生活

時期：2013年3月16日～4月14日
内容：シャチたちのさまざまな行動パタンを、説明パネルと写真、クイズなどで子供向けにわかりやすく伝える
入込み数： 5295人（展示）
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４．釧路沖海洋環境や生態系を紹介する環境教育・啓蒙ソフト作成のための、映像などの素材収集（素材収集は調査内で）

内容：釧路の海の魅力を多方面で伝えるツールとしてのソフト作製のため、調査で映像・画像など素材を収集。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：
2012年度の目標と、その達成状況について、以下に記す。
12年度は、海洋調査で得たデータを蓄積し、成果の還元することで道東沖生物群の価値に対する市民の認知度を上げ、中長期的には、市民が積極的に地域の宝である海洋環境について「知る」、「観光や教育に活用する」、「保全する」環境づくりと機運の盛りあげのために、活動してきた。

その取り組みにあたっては、釧路市立博物館、釧路市こども遊学館、NPO法人Bonos、漂着アザラシの会など、動物調査や環境教育などを手がける他団体との協働で盛り上げていくことを目標とした。
取り組みにあたって掲げた目標を、一つ一つをみていく。

【1・研究フィールドとしての価値の創出】：
具体的活動①研究者とのコラボ
②若い研究者に研究テーマの提供
達成状況　年々増える参加希望者を、分野にかかわらず受け入れる努力をすることで、

　　　　　さかまた組の専門分野を補完し、より幅広い魅力や研究テーマを発見できることとなった。

参加した研究者や若者たちは、生物の生態行動学のみならず、音響学、情報工学、教育学、社会学など、多岐にわたる分野に属しており、彼らの発信力と成長を通し、今後の深まりと広まりを期待している。
具体的な参加校や参加状況は、事業内容１，２の通り。
　　　　　

【2・地域の海洋環境と生態系の持続的利用の提案】：
具体的活動①観光資源としての活用（ウォッチング、エコツアーなど）
②教育素材としの活用（地元教育者（教育大学生を含む）への講習、小中学校の地域学習での活用、ネイチャーガイドの養成）
達成状況　①は、助成金事業で実施したツアーの中で、②は乗船時およびそれに前後する時間枠の中、さらには地域における展示やプラネタリウムで実行した。
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【3・地域の宝としての認識向上】
1 展示＆講演＆イベントで市民へＰＲ→地域認識の高まり→全国へ発信
2 ②地域外での開催→全国的な認識の広がり→地域へ逆発信→市民の認識向上　
達成状況　①については、２との連動で、釧路市内における展示やレクチャーの実施により、実施。市民参加者や協力者も巻き込んでフェイスブックやHPで釧路沖の情報発信を続け、ファンを増やした。②については、札幌などでの展示や講演会を実施。実施会場提供者からも、その内容の意外性と市民の関心の高さに対し好評をえることができた。　
【4・調査成果の還元をより効率的にするための、新時代のネットワーク機能にフィットした環境教育・啓蒙ソフト作製への取り組み】：
具体的活動①環境教育教材・啓蒙用ツールの基盤作り②Webなどを通じての情報発信の強化

達成状況　①、②ともに、これまでの実績を底上げすることができたと考える。特に②については、フェイスブックの導入により、認知度アップにつながった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事　業　成　果：

2012年の取り組みに際し、私たちさかまた組が、過去に実施してきた釧路沖調査やそれに基く啓蒙活動で得た以下の感想や認識をもとに、活動目的や目標をたてた。

認識とはすなわち、大きく以下の3つである。

· 道東（釧路）の海は、世界でも有数の豊かな海　

· 地域住民はその価値に気がついていない　

· 全国的にその価値は認識され始めている→まだ初期段階

これらの認識をもとに、釧路における今後の研究・啓蒙・環境保全活動のための4本の柱を立てた。

1・基礎的な調査→釧路海域保全のために基礎的データの蓄積　　

2・1の成果を活用した釧路海域の持続的利用の提案　　

3・地域の財産としての認識向上　

4・新世代に対応し、活用されやすい環境教育用ツールの作製への取り組み
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長中期的目標としては「地球の宝である道東沖の海洋環境の保全と活用」の実現をのぞみ、その実現のために環境教育に携わる地域団体との連携を通して、活動に深まり・広がりを持たせることも重視してきた。

前述の4本の柱をもとに掲げた、2012年度の目標ごとに、得られた成果と課題を以下に記す。
【1】 では、研究者や若者の取り込みにより、日本有数の豊穣の海と呼ばれる釧路沖での
研究や研修を通じ、自然環境にさまざまな立場で携わる若ものたちが、釧路沖の海洋環境に関して新たな視点・チャンネルでより深く・広い付加価値をつけてくれる行動者が一人でも多く育ち、羽ばたいてくれることを狙い、その土台を着実に築いているという手ごたえがある。

【2】 で将来的に期待するのは、環境教育の充実　・地域経済の活性化　・産業と自然の共存である。今回、地域で実施した展示やプラネタリウムでは、いずれも、期待する参加者数を達成しており、釧路におけるシャチの認知度やその活用に対する期待度の高まりを感じられる結果となった。特に展示関係では、科学的な内容、娯楽的内容を、対象年齢などにより、展示内容と場所、時期を変えることで、より広い層への知識の浸透を狙ったが、来場者や参加者の反応・数などを見る限り、12年度の目標としては、おおむね達成されたと考える。
今後は、最初にあげた将来にむけての目標にむけて、ますますの広がりを期すると同時に、広げた知識をどう定着させていくかが課題となる。
【3】で中長期的に期待する効果は、釧路海域保全へ地域＆全国的な合意形成 ・地域内外からの情報発信で認識向上の相乗効果である。

国内有数の海産資源を有する釧路沖の有効活用を通して、その価値の認知と、保全
を狙うものだ。地域住民にとって、親しみが感じられ、何らかの形で目に見えた恩
恵をもたらしてくれると知ることが、自然の保全にとっては有効であり、その手法

を活用した例が知床という、すぐ隣にある世界遺産に顕著であるのだから、価値の
発見と活用はそれほどハードルは高くないと考えている。また、地域外での展示や

講演を通して広げた釧路の新しい「海とシャチの町」というイメージが、「釧路に

行ってみたい」という気分を抱かせたように見える。ただ、観光や教育に利用する
には、ハードやソフトの環境の整備が不可欠で、その部分での連携体制の創出・強
化の必要性を強く感じている。
【4】においては、地域の宝、魅力と頭ではわかっても、実際に耳目にするチャンスが少ない対象について、より身近に感じられるツールとして、映像や画像は絶大な効果を持つ。私たちが目標に掲げる全て（観光資源、環境教育、保全活動など）にとって、不可欠なものであるため、今後もこれらの新しいデータ蓄積の必要性を感じている。
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ま　と　め：

この数年間、釧路沖を航海することで、理論的には豊かであるとわかっているこの海域の、真の底力をみつめてきた。地形や海流が形作るその豊穣さは、海洋生態系の最高次生物である鯨類の国内最高峰の出現種数を包括する力強さだ。
この宝物を、地域住民が気づかず、活用もしないのは、大きな損失だと考え、地域への還元活動に尽力してきたが、できること、すべきことはまだまだあるはずだ。
活動を始めた当初から続けているアンケートの結果では、年々、わずかではあるが、認知度は高まり続け、関心も高いまま推移している。

子供も大人もおしなべて興味を抱かずにいられない鯨類、中でもシャチを、地域の住民が積極的にたいせつな観光・教育資源としてとらえ、活用し、守っていく動きは、これからが本格始動だと思っている。

自分たちの専門分野とあわせ、できる範囲で啓発活動にも取り組んできたが、道東海洋生物ネットワークという仲間を得、2012年の活動がよりスムーズに、広い視点で展開できたことは、今後さまざまに変化していくであろう私たちの釧路シャチプロジェクトの基盤強化にとって非常に心強いものがある。

　現在みえている課題として、釧路沖と道東沖の海域の真実をモニタリングの継続、それによって得た情報のより広い発信、海の豊かさを知ることで持続的活用の方法を探りつつ同時に保全していこうとする機運の醸成　　等々が必要であり、そのために、地域に根ざして活動する道東海洋生物ネットワークのメンバーをはじめとする、多様な分野の方たちとの連携がより重要となってくることを念頭において、新しい年度の活動に取り組む所存だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業成果物：
1 さかまた組「シャチの学校in釧路2012」報告書

2 アンケート結果（①に含む）
3 調査報告書（鯨類、海鳥）
④　展示告知チラシ　500枚×4イベント　/　ポスター　　10枚×4イベント
⑤　乗船者募集チラシ　500枚

6 資料写真（CD）
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支払台帳
	年月日
	使用内容
	金額（￥）
	領収書番号
	備考

	2012.05.22
	ガソリン代
	4,276
	
	

	2012.05.22
	宿泊費
	7,380
	
	

	2012.05.23
	駐車料金
	700
	
	

	2012.05.26
	展示用備品
	420
	
	

	2012.05.31
	レターパック×2件
	700
	
	

	2012.06.04
	ガソリン代
	3,594
	
	

	2012.07.09
	ラミネートフィルム、インキ、DVD
	9,260
	
	

	2012.07.09
	展示用パネル
	13,550
	1
	

	2012.07.13
	展示用工具一式
	735
	
	

	2012.07.21
	インクカートリッジ
	3,860
	
	

	2012.07.21
	コピーおよびＦａｘ
	240
	
	

	2012.07.23
	ガソリン代
	3,809
	
	

	2012.07.26
	クリアブック
	210
	
	

	2012.07.27
	クリアファイル
	155
	
	

	2012.07.28
	高速料金
	400
	
	

	2012.07.28
	高速料金
	5,350
	
	

	2012.07.28
	ガソリン代
	4,243
	
	

	2012.07.28
	宿泊費
	4,750
	
	

	2012.07.28
	宿泊費
	4,750
	
	

	2012.07.28
	印刷代
	2,000
	
	

	2012.07.29
	駐車料金
	300
	
	

	2012.07.29
	高速料金
	5,750
	
	

	2012.07.29
	ガソリン代
	4,123
	
	

	2012.07.29
	展示ポスター印刷代
	2,400
	
	A1×3

	2012.07.29
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.07.29
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.07.30
	ファイル代
	420
	
	

	2012.07.30
	駐車料金
	1,500
	
	

	2012.07.30
	展示用テープ
	596
	
	

	2012.07.30
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.07.30
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.07.31
	インクカートリッジ
	5,134
	
	

	2012.07.31
	駐車料金
	1,400
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	2012.07.31
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.07.31
	宿泊費
	4,400
	
	

	2012.08.01
	調査用フィールドノート（3冊）
	1,820
	
	

	2012.08.02
	ポスター製作用画像　ソフト
	117,850
	
	

	2012.08.05
	ガソリン代
	3,692
	
	

	2012.08.05
	ガソリン代
	2,900
	
	

	2012.08.15
	ガソリン代
	3,711
	
	

	2012.08.15
	宿泊費
	4,300
	
	

	2012.08.15
	宿泊費
	4,300
	
	

	2012.08.28
	ガソリン代
	3,000
	
	

	2012.09.03
	伸縮図面ケース
	1,334
	
	

	2012.09.05
	ガソリン代
	4,435
	
	

	2012.09.10
	ＵＳＢ
	3,420
	
	

	2012.09.17
	写真・ポスター印刷代
	42,210
	2
	A0×6   B1×9

	2012.09.18
	ガソリン代
	3,643
	
	

	2012.09.18
	ガソリン代
	1,000
	
	

	2012.09.20
	宿泊費
	4,000
	
	

	2012.09.20
	宿泊費
	4,000
	
	

	2012.09.20
	ポスターフレーム（Ａ０）
	6,730
	
	

	2012.09.21
	宿泊費
	4,200
	
	

	2012.09.21
	宿泊費
	4,200
	
	

	2012.09.21
	ポスター印刷（Ａ１）
	800
	
	

	2012.09.21
	展示用雑貨一式
	10,750
	3
	

	2012.09.21
	チラシ印刷代
	4,000
	
	

	2012.09.26
	インクカートリッジ
	3,781
	
	

	2012.09.29
	打ち合わせ用茶代
	5,100
	
	

	2012.09.30
	印刷紙
	1,030
	
	

	2012.09.30
	ポスター印刷
	400
	
	A2×1

	2012.09.30
	ポスター印刷
	600
	
	B1×1

	2012.09.30
	ガソリン代
	4,215
	
	

	2012.10.01
	ビニール袋、紙袋、ボールペン
	1,680
	
	

	2012.10.02
	展示ポスター印刷および送料
	8,720
	
	

	2012.10.02
	ポスター印刷
	400
	
	A2×1

	2012.10.03
	交通費・宿泊費他
	65,120
	4
	

	2012.10.03
	機材配送料
	5,800
	
	

	2012.10.03
	インク代
	990
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	2012.10.03
	コピー用紙
	480
	
	

	2012.10.04
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.06
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.06
	機材配送料
	3,590
	
	

	2012.10.06
	ガソリン代
	2,707
	
	

	2012.10.07
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.08
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.09
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.10
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.11
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.12
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.13
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.14
	調査記録係　謝金
	5,000
	
	

	2012.10.14
	マイクロＳＤ
	680
	
	

	2012.10.23
	展示ポスター印刷
	1,200
	
	Ａ1×3

	2012.10.23
	ガソリン代
	4,416
	
	

	2012.11.03
	宿泊費
	24,551
	5
	10/8-10/15

	2012.11.03
	宿泊費
	68,176
	6
	9/29-10/25

	2012.11.03
	宿泊費
	71,065
	7
	9/29-10/25

	2012.11.27
	傭船料（チャーター10日＋欠航日保証）
	1,315,000

	8
	\130,000/日

欠航保障\15,000

	2013.01.29
	ガソリン代
	4,583
	
	

	2013.01.30
	ポスター印刷代
	1,000
	
	Ａ2×1，Ｂ1×1

	2013.01.31
	ポスター印刷
	600
	
	Ｂ1×1

	2013.02.01
	ガソリン代
	4,925
	
	

	2013.02.01
	宿泊費
	5,400
	
	

	2013.02.02
	宿泊費
	5,400
	
	

	2013.02.03
	宿泊費
	5,400
	
	

	2013.02.13
	ビデオカメラ一式
	182,040
	9
	

	2013.02.28
	レターパック
	350
	
	

	2013.03.08
	レターパック
	350
	
	

	2013.03.08
	切手（展示物配送用）
	900
	
	

	2013.03.25
	宿泊代
	5,200
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	2013.03.29
	ガソリン代
	5,447
	
	

	2013.03.29
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.03.29
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.03.29
	高速料金
	4,560
	
	

	2013.03.30
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.03.30
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.03.31
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.03.31
	宿泊費
	3,725
	
	

	2013.04.01
	ガソリン代
	4,500
	
	


※支払台帳には、全ての支出（1万円以下のものも含む）を記入してください。

※1万円以上の領収書のコピーを添付してください。
